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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　小径光ディスクと、前記小径光ディスクに対してサイズの大きい大径光ディスクとに記
録又は再生可能であり、かつ何れのディスクに対しても共通の光ピックアップを備えた光
ディスク装置において、
　大径ディスク用スピンドルモータと小径ディスク用スピンドルモータは光ディスクを挟
む対面に配置され、
　前記何れかの光ディスクがメカニズムに装填される動作に対応して、何れかのスピンド
ルモータが記録又は再生可能な光ディスクの保持位置まで移動することによって光ディス
クを保持すると共に、
　前記大径ディスク用スピンドルモータと小径ディスク用スピンドルモータの中心軸が一
致しないように配置され、
　光ピックアップの可動範囲が、大径ディスクを用いた場合の可動範囲に設定されている
ことを特徴とする光ディスク装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、記録又は再生媒体として互換性を備えた様々なサイズを有する光ディスク装
置に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
　近年、デジタル画像が広く取り扱われる様になり、ＭＤ、ＭＯ等の光磁気ディスクやＤ
ＶＤ－ＲＡＭ等の光ディスクを記録媒体として、デジタル動画像データを録画するカメラ
一体型光ディスク装置が商品化されつつある。この動画像データを録画するカメラ一体型
ビデオの場合、ポータブル装置としての位置づけから、光ディスク媒体自身を小型化して
、製品サイズ全体を小型軽量化することが強く要望されている。これまでに、同一フォー
マットにおいて異なる小径サイズを有する記録媒体として、カートリッジを装填していな
いＣＤ、ＤＶＤ等のディスクがある。又、これらの光ディスクでは、光ディスクの保持規
格（内周部分での保持構造や保持領域、記録領域）の統一化が図られて、同一ドライブで
小径光ディスクを使用する際にも、光ディスクの保持手段や光ピックアップのサイズを縮
小化する等の変更が不要であった。また、基本的にこれら光ディスクの記録面の高さ基準
面は必ず記録面と同一方向にあり、ＤＶＤのような両面記録方式の光ディスクにおいても
同様である。
【０００３】
　従来の一般的な光ディスクの例を図９に示す。ここでは、磁性体ハブ１ｄを光ディスク
１の保持手段とする従来の光ディスク１において光入射面１ｃと基準面１ａは同一面方向
にある。
【０００４】
　また、カートリッジ４に収納された場合を図１０に示す。カートリッジ４に挿入された
場合も記録面側をスピンドルモータ２により保持するのでカートリッジ４の開口部は光入
射面１ｃ側のみで対向面である上部には開口部を必要としない。
【０００５】
　次に、カートリッジの上部開口に関する従来技術が特開昭６１－７３２８９号公報に提
案されている。これを図１３を用いて説明すると、ディスク１の両面書き込みのテストを
正確に行うためにカートリッジ４の上面に開口部４ｂを設け、上部からもスピンドルモー
タ２で保持するという内容であり、保持面方向と記録、再生面方向は一致している。さら
に、特開平５－１２８７５６公報に提案されているディスクドライブ装置を図１４に示す
。ここではディスク１に対して対向する側にスピンドルモータ２をもうひとつ配置すると
いうものである。このディスク１は両面に記録再生可能であり、ディスク面１ａにピック
アップ３で記録再生をする場合は、ディスク面１ａに対応したハブ１ｄをスピンドルモー
タ２で保持し、ディスク面１ｂにピックアップ３で記録再生をする場合は、ディスク面１
ｂに対応したハブ１ｄをスピンドルモータ２で保持する。このときピックアップ３はガイ
ドレール３ａを移動し、それぞれの面に至る。それぞれの面を保持するためカートリッジ
４には対応した開口部を設けている。この従来技術ではそれぞれ記録面側のスピンドルモ
ータ２でディスク１を保持し、保持した記録面に対して記録再生を行うというものである
。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、大容量が要求される大径光ディスクと携帯性と更なる容量の向上が要求
される小径光ディスクでは、それぞれがその用途に特化された規格を有するようになり、
ディスク保持等の物理的な規格を統一化することが困難になってきた。図８には、大径光
ディスク１と小径光ディスク１ｓの記録領域（斜線部）を示す。これらを同一ドライブで
記録再生しようとした場合のディスクドライブ装置を図１１および図１２に示す。図１１
に示すように、大径光ディスクの保持手段を有するスピンドルモータ２において小径光デ
ィスク１ｓを保持すると、小径光ディスク１ｓの記録領域１ｅに大径光ディスクの保持手
段がオーバーラップしてしまい、光ピックアップ３が小径光ディスク１ｓの最内周位置１
ｆまでアクセスできなくなる。又、図１２に示すように、小径光ディスクの保持手段を有
する小径光ディスク用スピンドルモータ２ｓに大径光ディスク１を保持しようとすると保
持手段の相違もあり、大径光ディスク１の基準領域を保持することが困難となる。これら
の点からどちらか一方の保持手段では他方の光ディスクを保持することができず、ドライ
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ブの共有化が困難になってきた。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の光ディスク装置は、上記課題を解決するために、小径光ディスクと、前記小径
光ディスクに対して大きくサイズの異なる大径光ディスクとに記録又は再生可能であり、
かつ何れのディスクに対しても共通の光ピックアップを備えた光ディスク装置において、
大径ディスク用スピンドルモータと小径ディスク用スピンドルモータは光ディスクを挟む
対面に配置され、前記何れかの光ディスクがメカニズムに装填される動作に対応して、何
れかのスピンドルモータが記録又は再生可能な光ディスクの保持位置まで移動することに
よって光ディスクを保持すると共に、前記大径ディスク用スピンドルモータと小径ディス
ク用スピンドルモータの中心軸が一致しないように配置され、光ピックアップの可動範囲
が、大径ディスクを用いた場合の可動範囲に設定されていることを特徴としている。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態について、図１から図９に示す図面を参照して説明する。
【０００９】
　本発明における光ディスク１を図１に断面図で示す。光ディスク１の光入射面１ｃと同
一面方向に具備した第１基準面１ａに対して光入射面１ｃの裏面に具備した第２基準面１
ｂを有しており、スピンドルモータで保持するための機能として磁性体ハブ１ｄを中央部
に具備している。また、３はピックアップである。
【００１０】
　次に図２では図１で示した光ディスク１がカートリッジ４内に収納された形を示してお
り、カートリッジ４には光ディスク１の第１基準面１ａを保持するためと、ピックアップ
３により光ディスク１の光入射面１ｃに対して記録、再生するための第１基準面用開口部
４ａと第２基準面を保持するための第２基準面用開口部４ｂを有している。
【００１１】
　図３は光ディスク用カートリッジ４の第２基準面用開口部４ｂからスピンドルモータ２
によって光ディスク１の第２基準面１ｂを保持した状態を示す。光ディスク１の保持位置
は一定、すなわち記録面とピックアップ装置の距離は何れの光ディスクが挿入された場合
でも一定に保たれている。
【００１２】
　図４～図７は本発明における光ディスクを備えた光ディスク装置の概略図を示す。図４
および図６はスピンドルモータの中心軸がずれた光ディスク装置の構成となっており、図
４と図６に示されたメカニズムは同じである。また、図５および図７はスピンドルモータ
の中心軸が一致している光ディスク装置の構成を示している。なお、図４、図５は、小径
光ディスク１ｓを装填した場合の概略図、図６、図７は、大径光ディスク１を装填した場
合の概略図を示している。
【００１３】
　これらを詳細に説明すると、図４は小径光ディスク用カートリッジ４ｓがメカニズムに
装填され、小径光ディスク１ｓが記録再生可能な基準位置に保持された状態を示している
。このメカニズムは光ディスクの記録面側に大径光ディスク用スピンドルモータ（大径デ
ィスク用スピンドルモータ）２が光ディスク面に対して接離可能に配置され、光ピックア
ップ３が矢印Ａ－Ａ‘で示した駆動方向に移動可能に配置され、光ディスクへの記録、再
生時に所定位置にアクセス出来るようになっている。メカニズムに装填された小径光ディ
スク用カートリッジ４ｓはカートリッジローディング機構（図示せず）によって所定の位
置に保持され、そのとき大径光ディスク用スピンドルモータ２は光ピックアップ３の移動
を妨げない位置に待機する。小径光ディスク用スピンドルモータ（小径ディスク用スピン
ドルモータ）２ｓは、光ピックアップ３の最内周位置から最外周位置の移動範囲の軸線上
で大径光ディスク用スピンドルモータ２の対面に光ディスク１ｓの光入射面１ｃの裏面に
対して接離可能に配置されている。小径光ディスク用カートリッジ４ｓがメカニズムに装
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填され、所定位置に保持されると小径光ディスク用スピンドルモータ２ｓが矢印Ｂ方向に
駆動し、小径光ディスク用カートリッジ４ｓの第２基準面用開口部４ｂから小径光ディス
ク１ｓの第２基準面１ｂを保持する。これにより光ピックアップ３は小径光ディスク１ｓ
の最内周位置１ｆまでアクセスできるようになり、小径光ディスク１ｓに記録、再生でき
るようになる。
【００１４】
　図６は前述の図４のメカニズムに大径光ディスク１が装填された場合を示している。メ
カニズムに大径光ディスク用カートリッジ４がカートリッジローディング機構（図示せず
）によって所定の位置に保持されると大径光ディスク用スピンドルモータ２が矢印Ｃ方向
の大径光ディスク１の保持位置に移動し、大径光ディスク１の第１基準面を保持する。小
径光ディスク１ｓが装填されない時には、小径光ディスク用スピンドルモータ２ｓは大径
光ディスク用カートリッジ４の装填に影響しない位置に待機する。
【００１５】
　図５と図７のメカニズムは図４，９で示したメカニズムに対して小径光ディスク用スピ
ンドルモータ２ｓの配置位置が異なる構成になっている。小径光ディスク用スピンドルモ
ータ２ｓは大径光ディスク用スピンドルモータ２のセンター軸線上に配置され、各光ディ
スクが装填された時の小径光ディスク用スピンドルモータ２ｓの挙動と大径光ディスク１
が装填された場合の大径光ディスク用スピンドルモータ２の挙動は同じだが、小径光ディ
スク１ｓが装填された時の大径光ディスク用スピンドルモータ２の待機位置は図５で示し
たようにメカニズムの待機位置よりも離れた位置に配置され、光ピックアップ３の移動範
囲に影響を与えないようにする。そのことによりピックアップ３は小径光ディスク１ｓの
最内周位置１ｆまでアクセスでき、小径光ディスク１ｓに記録、再生できるようになる。
【００１６】
　図４で示した光ディスク装置と図５で示した光ディスク装置を比較すると、大径光ディ
スク用スピンドルモータ２と小径光ディスク用スピンドルモータ２ｓの中心軸をずらして
配置している図４の方がより好ましい形態と言える。その理由として、小径光ディスク１
ｓに記録／再生を行う場合、図５の光ディスク装置の構成では光ピックアップ３の可動範
囲がスピンドルモータ２位置まで移動するため光ピックアップ３が大径光ディスク用スピ
ンドルモータ２に接触しない位置まで、移動させる必要がある。したがって、図４に示し
た構成の方が、図５に示した構成より装置の厚さ方向の小型化が可能である。
【００１７】
　以上説明を行った光ディスク装置では、スピンドルモータのディスク（カートリッジ）
への装着動作はディスク１ｓ（カートリッジ）の挿入によって連動して動作するように構
成されており、小径光ディスク１ｓ（カートリッジ）が挿入された場合には、紙面上部に
配置してある小径光ディスク用スピンドルモータ２ｓが下降し、ディスクに装着される。
また、ディスク（カートリッジ）の排出動作に連動して、ディスク（カートリッジ）の着
脱、スピンドルモータの上昇が行われる。大径光ディスク（カートリッジ）の場合、大径
光ディスク用スピンドルモータ２の下降、上昇動作は小径光ディスクの場合の逆となる。
【００１８】
　尚、本実施の形態に於いて、光ディスクは、片面記録方式で、記録又は再生可能で複数
種類の半径を有し、記録面高さの基準となる記録面と同一面方向にある第１基準面と記録
面に対して裏面方向に第２基準面を有するものとすることができる。
【００１９】
　また、本実施の形態に於いて、光ディスク用カートリッジは、上述の光ディスクを収納
、保護し、第１基準面の保持と光ピックアップによる記録又は再生のための開口部以外に
第２基準面を保持するための開口部を有するものとすることができる。
【００２０】
【発明の効果】
　以上のように、本発明の光ディスク及び光ディスク記録再生装置において、メカニズム
に装填された光ディスクを複数の基準面に対応したスピンドルモータで保持することによ
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り、記録領域や直径サイズの大きく異なる光ディスクの記録、再生をひとつのメカニズム
で行うことができ、互換が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例における光ディスク詳細図である。
【図２】　本発明の一実施例におけるカートリッジ収納された光ディスク詳細図である。
【図３】　本発明の一実施例における第２基準面を保持された光ディスク詳細図である。
【図４】　本発明の一実施例における小径光ディスク装填時の光ディスク装置図である。
【図５】　本発明の一実施例における小径光ディスク装填時の光ディスク装置図である。
【図６】　本発明の一実施例における大径光ディスク装填時の光ディスク装置図である。
【図７】　本発明の一実施例における大径光ディスク装填時の光ディスク装置図である。
【図８】　本発明の一実施例における大径光ディスクと小径光ディスクの比較図である。
【図９】　従来構造の光ディスク詳細図である。
【図１０】　従来構造の第１基準面を保持された光ディスク詳細図である。
【図１１】　小径光ディスクが装填された従来構造の大径用光ディスク装置図である。
【図１２】　大径光ディスクが装填された従来構造の小径用光ディスク装置図である。
【図１３】　両面ディスクを上部から保持する従来例図である。
【図１４】　スピンドルモータが対向面配置された従来例図である。
【符号の説明】
１　　光ディスク
１ａ　第１基準面
１ｂ　第２基準面
１ｃ　光入射面
１ｄ　磁性体ハブ
１ｅ　記録領域
１ｆ　光ディスク最内周位置
１ｒ　両面ディスク
１ｓ　小径光ディスク
２　　スピンドルモータ
２ｓ　小径光ディスク用スピンドルモータ
３　　光ピックアップ
３ａ　ガイドレール
４　　光ディスク用カートリッジ
４ｓ　小径光ディスク用カートリッジ
５　　開口部
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【図１２】

【図１３】

【図１４】
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